
OCR活用で入力不要 AIが処理 厚労省標準フォーマット対応

PDFをOCRで入力なしで取り込み
入力ミスをカットし時間短縮

各社バラバラの形式のSDSもAIが
簡単に読み取り
必要な情報のみデータ化

2025年3月３１日厚生労働省が公開した
SDS情報交換のための
標準的フォーマットに対応

簡単データ化

PDFを取り込むだけで
簡単データ化

高精度AI

AIがSDSの情報を高精度
かつ高速に処理

データ化したSDSを
手入力で変更も可能

手入力変更可能一括処理可能

複数ファイルを一括で処理
忙しい現場でもスムーズに
対応

作業時間短縮

SDS情報を特定の項目
のみに絞ることで、
作業時間を短縮

導入作業が少ないクラウド
のため、すぐに利用可能

当社リスクアセスメント
システムに取り込み、
シームレスにリスク評価

リスク評価すぐに使える



負担増にピリオドを！

平成28年6月の労働安全衛生法改正
により、化学物質を取り扱うすべての
事業者に化学物質のリスクアセスメン
トの実施が”義務化”されました。
SDS等による伝達の義務対象物質が、
674物質から2,900物質と大幅に増
加しました。

SDSはJIS規格で記載項目が規定され
てはいますが、作成する企業ごとに記
載方法に違いがあり数多くのSDSを
データ化するには、多大な時間をかけ
てデータ入力する等の大きな負担が発
生しています。

※厚生労働省：『労働安全衛生法の新たな化学物質規制』 PDFより抜粋
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